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今月のトピックス（形成外科 部長 井野 康） 

飯塚病院は、形成外科医が常勤している数少ない医療施設の１つ
です。形成外科は美容で周知されている反面、小児科領域の診療に
関わる外傷や創傷治癒や先天異常に特化した診療科でもあることは
あまり知られていません。形成外科学会では、下記のような 2022
年度版のポスターを作成し、日本全国でキズ、キズあとの専門家と
しての啓蒙活動を執り行っております。 
我々日本人の多くは黄色人種で、肥厚性瘢痕やケロイドになる体

質をわずかですが有しています。しかし、現在でもケロイドの発生
要因は分かっていません。従って、怪我をした後や手術後のケアは
比較的重要です。 
当科では原則的に 3ヶ月を目安にキズあとへテーピングを行っておりま

す。市販のピタシートアール ○Rの使用を勧めることもあります。これらは簡
便なケアであるため、小児の患者さんにはお勧めしております。 
また、先天異常の多くは小児領域に該当しますので小児科の先生方と連携

が必須です。また、成長による変化が大きいため、治療経過を継続的に観察
する必要性が多くあり医療連携が重要と考えております。 
当院は筑豊地域における拠点病院の一つです。地域医療に貢献できるよう

我々は活動したいと考えておりますので、今後ともご協力のほどよろしくお
願い申し上げます。 

 

飯塚病院 月間診療のまとめ  《2022年 6月》 

●入院患者数 103人 ●外来患者数 1,107人 ●救命救急センター受診者数 307人 

●新生児センター入院患者数 13人 ●分娩件数 25件 ●手術件数 12件 

●主要疾患数（退院患者数：87人） 

低出生体重児 10 痙攣及びてんかん 9 急性胃腸炎 6 

肺炎・気管支炎 5 急性上気道感染症 4 喘息 4 

腸重積・腸閉塞 3 新生児呼吸障害・心血管障害 2 高ビリルビン血症及び黄疸 1 

その他 43 

●6月紹介件数 
小児科：120件 小児外科：16件 

①  宮嶋医院 16 ① 吉國医院 3 

② 

こどもクリニックもりた 

7 
② 

こどもクリニックもりた 
2 

ささきこどもクリニック 田川市保健センター 

松尾ファミリークリニック 

④ 

有松病院 

1 
⑤ 

飯塚急患センター 
6 

いいづかこども診療所 

雪竹医院 松尾ファミリークリニック 他 6件 

形成外科 スタッフ 

※拡大版は 6ページにあります 
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小児科関連勉強会のご案内 

 

研修医のご紹介

● 初期研修医 2年目 中西
なかにし

 令
りょう

 
初期研修医 2年目の中西 令です。 
昨年度の小児科ローテーションでは大変お世話になりました。現在小児科医を志望して
おり、今年度は NICUを 4週間ローテーションさせて頂きます。 
短い期間ではございますが、一所懸命学びたいと思っております。皆さまどうぞよろし
くお願い致します。 

● 初期研修医 1年目 谷川
たにがわ

裕美
ひ ろ み

 
初期研修医 1年目の谷川裕美と申します。 
8月 22日から 6週間、小児科で研修をさせて頂きます。これまで総合診療科や救急科で
主に成人を診てきたので、わからないことが多々あると思いますが、多くを学べるよう
しっかりと勉強に励みたいと考えております。ご指導、ご鞭撻のほど何卒よろしくお願
い致します。 

● 初期研修医 1年目 石原
いしはら

健人
け ん と

 
初期研修医 1年目の石原健人と申します。 
8月 22日から 6週間、小児科で研修させて頂きます。今年から初期研修医の小児科
walk in対応がなくなり、小児科について学ぶ機会が減ってしまい少し不安な気持ちがあ
ります。この 6週間でその不安を無くせるように少しでも多くの知識を吸収できるよう
に、一生懸命勉強したいと考えています。ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。 

■ 第 339回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  時：2022年 9月 29日（木）18：30～19：30 

●形  式：対面／Web（zoom）ハイブリッド開催 

●会  場：のがみプレジデントホテル 

●特別講演：18：40～19：30 
 「日常診療に潜む FGF23関連低リン血症性くる病～希少疾患治療の進歩～」  

福岡大学医学部 内分泌・糖尿病内科学講座 講師 髙士祐一先生  

*Web視聴には事前登録が必要です。詳細は案内状をご確認ください。 

 

■第 340回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  時：2022年 10月 20日（木）18：30～19：30 

●形  式：Web（zoom）配信 
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AI-CAP通信 飯塚病院小児虐待防止委員会（通称 AI-CAP）より活動報告などをお伝えいたします。 

筑豊で自治体間ネットワークが発足 
虐待による子どもの死亡事件が相次いだ筑豊で、再発防止に向け、自治体間の連携強化を目的とした

新たなネットワークが発足しました。 
筑豊は小児人口当たりの虐待件数が県内で最も多い地区です。 
そのような背景から、7月29日に飯塚市役所で初会合を開き、各自治体の要保護児童対策地域協議会

（要対協）、田川児童相談所、田川市立病院、飯塚病院の担当者約40人が参加し、現状と課題を共有しま
した。 

2004年の児童福祉法改正に伴い、要対協の設置が全国で進みましたが、「担当者の業務が多岐にわた
り負担が大きい」「関係機関との情報共有や連携」「退職や異動時の引き継ぎや人材育成」といった地域
の課題を共有することができました。 
今後はワンチームで顔の見える連携を図ることで、広域で課題解決を目指していきたいと思います。 
 

（メディア掲載情報）今回の取り組みが紹介されました。 

 7月 29日 

 西日本新聞 
相次いだ虐待死･・･ 立ち上がった 2人の医師 「慢性的な問題がある」 

 7月 30日 

 毎日新聞 
筑豊地区 虐待防止連携 15市町村ネットワーク発足 

 8月 2日 

 読売新聞 
児童虐待多発で連携 飯塚 協議会が初会合 

 8月 18日 

RKB毎日放送 

「貧困が背景にあるのは間違いない」 

児童虐待防止で筑豊地区に自治体間ネットワーク 

 8月 19日 

 西日本新聞 

児童見守り 筑豊の自治体連携組織 子ども虐待再発防止 論議 

飯塚で初会合 医師や児相の 40人参加 

 
 
 

 

 

 

 

 

小児虐待防止委員会 委員長 田中 祥一朗 
＜AI-CAP事務局へのお問い合わせ＞ TEL：0948-88-8220（直通）FAX：0948-88-28 
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Pediatrics note（小児科 診療部長 大矢崇志）

夏ですね（８月に書いてます）。夏といえば？ そう、青春映画ですね。今回は私の好きな映画を紹介します。

回を追うごとに小児科の話からずれていきますね。１月に黒澤明の「生きる」の感想をここに書きました。こ

れまでは自分と同世代のおじさんが主人公の「砂の器」、「柳生一族の陰謀」、「新幹線大爆破」など、昭和の邦

画を好きでよく観ていました。青春映画は、思い出したくない頑丈にコーティングした自分の青い記憶が思い

出されるので、むしろ避けて生きてきたのですが、７月にある映画解説者が推していた「恋は光」というキラ

キラでキュンすぎる映画を遠賀川に身を投げるつもりで観に行ったところ、案外大丈夫だったのです。そこか

ら立て続けに、「殺さない彼と死なない彼女」、「桐島、部活やめるってよ」、「アルプススタンドのはしの方」、

「サマーフィルムにのって」などを観て、重症化しない程度の免疫を獲得しました。中でも「サマーフィルム

に〜」は繰り返し観ては、青い自分を掘り起こして楽しんでいます。ハダシ最高。おじさんコーティングはク

ランチキャンディのようにモロモロと崩れ去り、ツルピカなお兄さんになったようです。 

どの映画にもうまく立ち回る子、自分の好きな事しか熱中できない子、周囲に流される子、自分の環境を諦

観している子が出てきて、悩んだり苦しんだりします。映画だと好きな事に熱中する子の努力が報われてハッ

ピーエンドを迎えることが多いですが、現実はどうでしょう。大人は好きなことばかりやってないで勉強しな

さいと言ったり、うまく立ち回る方法を勧めたり、やりたいことを邪魔してばかりかもしれません。仕方のな

いことですが、映画だと嫌な役回りです。でも、難しいですよね。そんな私は９月公開の『さかなのこ』を楽

しみにしています。あのさかなクンの自叙伝が原作で、のんが主役を演じます。熱中しすぎる子の個性を伸ば

す子育ての悲喜こもごもが楽しめそうですよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最新の情報は 飯塚病院ホームページよりご覧ください。 

また、小児科・小児外科の詳しいご紹介や診療実績は「診療科のご紹介」をご覧ください。 

外来担当表           小児科のご紹介         小児外科のご紹介 
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外来診療担当表（○初診、●再診）2022年 8月 1日現在 

一般外来：予約・紹介状必要 月 火 水 木 金 

小児科 

岡松由記(小児科部長) AM●  AM● AM●  

神田 洋 AM○/●     

大矢崇志 AM○/●     

坂口万里江   PM○/● 
AM● 

PM○/● 
AM○/● 

田中祥一朗  ○/●  AM○/●  

田中悠平   AM○/●   

田中ゆかり   AM○/●  AM○/● 

金弘子  AM○/●    

南里大樹 PM○/●     

山下哲夫     PM○/●  

園田知子  AM○/●   AM○/● 
小児 
外科 竜田恭介(小児外科部長) ○/● 手術 ○/● 手術 ○/● 

専門外来：予約・紹介状必要 

新生児 神田 洋  PM○/●    

神経発達 
近藤里香子 ○/●   ○/●  

大矢崇志  AM○/●  PM○/●  

循環器 
籠手田雄介  PM○/●    

平田悠一郎   PM○/● 
（第 2,4） 

  

内分泌 

八ツ賀秀一     
○/● 

(不定期：月 1

回） 

喜多村美幸   
○/● 

(不定期：月 1
回） 

  

牛嶋規久美     
○/● 

(不定期：月 1

回） 

腎臓 荒木潤一郎     
PM○/● 

(不定期：月１

回） 
血液内科 安藤昭和     PM○/● 

(不定期：第４） 
アレルギー 田中祥一朗   ○/●   

1ヶ月健診（金曜午後）     PM 

福岡県予防接種センター事業    PM  


